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はじめに毎年八月十五日になると、日本国民は終戦記念日（太平洋戦争終結の日）をむかえる。その式典の出席者のなかには、かなりの高齢者もみられ
る。が、中には直接戦争体験のない、若い世代に属する遺族のすがたもある。日本国民の大部分は、もはや今次大戦のことを知らぬ世代に属しているから、そんな儀式に注意がむか かも知れない。この稿を書いている筆者は、終戦のとき幼児であったから、当時 想い出はない。
筆者などは齢をとるにつれて、過去をなつかしむ気持がつよくなり、時折むかしのひとこまひとこまを思いだしている。過去の歴史に登場する
のは、各時代のありさま、事件や出来ごと、さまざまの個人的な体験などである。想い出にもよしあしがあって、忘却のかなたに置きたいものも
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ある。
懐古趣味もあって、近ごろじぶんが生まれ育った戦時下のことが気になる。両親は太平洋戦争たけなわ
―
食糧不足に悩み、日ましに空襲がは
げしくなるころ、東京をはなれ、故郷の北陸へ疎開した。さいわい親戚が農家であったおかげで、戦時下を生きぬくことができた。そのまゝ東京にいたら餓死線上をさまよっていたか、空襲で死んでいたかのどちらかであろう。戦争がおわったのはよいが、それからが生活難との戦いであった。
太平洋戦争（わが国では大東亜戦争とよぶ）は、昭和十六年（一九四一）十二月八日
―
アメリカ、イギリス、オランダにたいして宣戦したこ
とによって始まり、同二十年八月十五日無条件降伏し、終戦をむかえた。戦況が悪化したのは、昭和十九年（一九四四）に入ってからである。
七月………サイパン島の日本軍は全滅した。東条内閣が総辞職し、小磯内閣の成立。八月…… 一億総武装の決定。十月…… 神風特別攻撃隊 出撃開始。十二月…
 Ｂ
29に
（１）
よる東京初空襲。これはサイパン島を基地とする米機による本土空襲によるものであった。
昭和二十年（一九四五）一月、米軍はルソン島に上陸し、三月硫黄島の日本軍は全滅した。四月米軍は沖縄に上陸した。同月ソ連は日ソ中立条
約の不延長を通告してきた。鈴木貫太郎内閣が成立した。
このような状況のもとで、和平へのうごきが吉田茂（一八七八～一九六七、昭和期の外交官、政治家）ほかによ て、ひそかにはじまり、吉田
は近衛文麿をおとずれ、天皇に和平の緊
きん
要よう
（さしせまって大切であること）を進言してほしいといった。開戦以来、重臣といえども、政治むきの
ことで天皇と会うこ は容易ではなく、拝謁できたのは、内内臣の木戸幸一、首相、陸海軍の首脳、閣僚だけであった。昭和二十年初頭
―
天皇
もごきげん伺いの名目でやってきた重臣（ 沼騏一郎、広田弘毅、若槻礼次郎、岡田啓介、東条英機、牧野伸顕ら）と、順次会った。が、重臣らはだれも戦争をおわらせる とをあえて直言しなかった。
しかし、二月十四日近衛文麿は、天皇に拝謁したとき、
上じょう
奏そう
文ぶん
（天皇に意見や事実をのべたもの）をよみあげ、日本が末期的症状を呈してい
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ることをありのまゝにのべた。天皇は歯に衣
きぬ
着せない意見にすくなからず驚いたようであるが、近衛の言に同調しなかった。天皇はもういちど戦
果をあげてから
（２）
、といった軍部の論理に支配されていたからである。
ところで近衛上奏文の中味だが、かなり衝撃的なものであった。その書き出しは、「敗戦ハ
遺い
憾かん
ナカラ
最も
早はや
必ひっし
至（かならずそうなる）ナリト
存ぞんじ
候そうろう
……」ではじまり、おわりちかくになって、 「一日モ
速すみやか
ニ戦争終結ヲ
講こう
スヘ
キモノナリト確信
仕つかまつ
リ候」
（３）と具申した。
近衛がいちばん懸念したのは、敗戦にともなって起るであろう〝共産革命〟であった。国外におけるソ連の異常なる進出から、日本が戦争に負
けたとなると、わが国の内政に干渉してくる危険がじゅうぶんあった。想定できるソ連の要求は
―
共産党の公認
　　　　
共産主義者の入閣
治安維持法および
　　
防共協定の廃止
などであった。勝利をうる見込みのない戦争をこれ以上つづけると、共産党 術策に陥るとおもった。
この上奏文は、戦争終結への起点となり、戦争をおえることを模索していた天皇と木戸の意図が合致し
（４）、やがて事態の収拾へとむかうのである。
昭和二十年（一九四五）八月上旬から
―
同月十五日の終戦までの約一週間の新聞報道
（ 『朝日新聞』 ）をみても、水面下でおこなわれている終戦工
作
（５）についての記事はいっさい
みられない。
この間の主なる記事は、敵が新型爆弾をおとしていったこととか、空襲のことが大部分
を占めている。
昭和
20・８・８……
 八月六日に広島に新型爆弾が投下され、相当な被害が出、詳細は目下調査中という（ 「大本営発表」 ） 。
木戸内大臣
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〃
　　
８・９……
 新型爆弾の効力はあなどれないという。その爆弾は、落下さんをつけて地上約五、六百メートルに降下したとき、強力な閃
せん
光こう
を発
して炸裂し、同時に大爆音を発し、強烈な爆風と高熱をともなうとある。
　　　　 　　　　　
防御方法としては、壕に待避するのがいちばんだという。
　
〃
　　
８・
10……ソ連が対日宣戦を布告し、満州国内に侵入した。
　
〃
　　
８・
11……
 ソ連は朝鮮、カラフト国境を侵犯。日本政府はスイス政府を通じて、国際法規を無視せる新型爆弾の使用を米政府 抗議 。
　　 　 　
戦局は最悪の状態という（下村情報局総裁談） 。
　
〃
　　
８・
15……戦争終結の大
たい
詔しょう
渙発（みことのり＝勅語を天下に発布さる） 。
開戦のときもそうだが、終戦については、何の予告もなく、国家がある日突然戦争をはじめ、ある日突然それをやめる、といった気まぐれなも
のであった。それにいちばん翻ろうされたのは一般国民である。
しかし、一部の国民は、終戦がちかいことを察知していた。八月十三日の夕刻
―
東京に投下された〝伝単〟 （宣伝ビラ）は、日本政府がポツ
ダム宣言を受諾し ことをスッパ抜いたからである
（６）
。これは印刷されていない手書のビラであり、ハワイで作成し、サイパンに電送し、そこでコ
ピーをつくり、直ちにＢ
29につみ込み、東京の空にばらまいたものである。
科学史上みぞうの殺傷力をもつ原子爆弾の投下と突如 して起ったソ連の参戦により、わ 国は決定的な段階に追い込まれた。八月九日（長崎
に原爆が落とされた日） 午前十時ごろに最高戦争指導会議がひらかれ、同日の午後二回にわたる臨時閣議において、ついに戦争終結に決した。が、会議は結論に至るまですんなりいかなかった。
外務大臣は、国体（天皇の地位）に変化がないことを前提に ポツダム宣言を受諾するほか い旨を べた。陸軍大臣は、外相の意見に異をと
なえた。まだ戦力が絶滅しているわけで く、敵が本土 迫れ 、これに大打撃をあたえることが可能であり、そのさいに終戦の機会があたえられる。いまは死中に活をもとめる気
き
魄はく
で進むのがてきとうである、とのべた。
海軍大臣は、きわめて簡明に外務大臣の意見に同意した。参謀総長および軍令部総長は、わが戦力をもってして必勝を期す ことをできないに
しても、敗けたわけではない。
玉ぎょく
砕さい
（全力をつくし、潔く死ぬ）を期し、死中に活をもとめるべきであるとのべた。会議は翌十日の午前二時ご
ろまでつづきなかなか結論 でなかった 、総理大臣がさいごに天皇の裁断をもって本会議の決定としたいとのべた。天皇は、外務大臣の意見に
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賛成するといい、ポツダム宣言を無条件に受諾すべき旨をさとした。ここに聖断は下ったのである（鈴木内閣書記官長
　
迫水久常の手記「降伏時
の真相
（７）」 ） 。
米軍は原爆をもたずとも、昭和二十年の九月末までに、青森以西の全国にある人口三万以上の都市をことごとく焼き払うつもりであった。太平
洋戦争の敗因のもっとも大きなものは、わが国があまりにも連合国側の戦力を過小評価したことにあるのではないかという（迫水の手記） 。
本稿はおもに太平洋戦争末期の昭和二十年（一九四五）八月十五日に、天皇の玉音放送（敗戦宣言）をきいた各界の名士の反応をその日記から、
また戦中の流言（デマ）や復員将兵の心状などを、内務省警保局の
秘
文書によって描いたものである。
注（１）第二次世界大戦末期につくられた四発長距離爆撃機Ｂ
29は、別名
 S スューパーフォートレスuperfortress （超
そら
空の要塞）といった。重量は五四トン。
　　　　　
機関砲………十数門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
爆弾（焼夷弾）搭載量……五～八トン
　　
最高速度… （高度七六〇〇メートルで）六〇〇キロ（日本海軍のゼロ戦は、五七〇キロ）
　　
乗員…………………………一〇～一四人
　　
航続距離……五二〇〇キロ
　　　
終戦時、米軍が使用していたＢ
29は、二、一三二機という。高度九〇〇〇メートルでも、酸素マスクのいらない構造（気密室）になっていた。
　　
Ｂ
29は一万メートル以上の高
こう
高こう
度ど
で日本本土に飛んできて、本土上空でわがものがおでふるまい、爆弾や焼夷弾をおとしていった。これをむかえう
つ日本軍の高射砲の弾丸は、七、八千メートル以上になると届かなかった。そのためＢ
29の攻撃を阻止できなかった。
　　　
東京の防空に主役をはたしたのは、陸軍の新鋭戦闘機「
飛ひ
燕えん
」 （燕は〝つばめ〟の意）である。同機（最大時速五九二キロ、航続距離六〇〇キロ、
単発単座）の性能だと、一万メートルに上昇するまでに一時間ほどかかった。高度八千メートル以上になると、時速二百キロで飛んでいても、ただ空にフワリと浮んでいる感じで、Ｂ
29相手のまともな戦闘はできなかった。が、この戦闘機は、都民が見守るなかで空中戦を演じたり、果敢にも何度も
体当り攻撃をしかけた。
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財団法人
　
日本
国際連合協会、昭和
30・３、六一〇頁。
（４）注 １ の四四～四五頁。（５）昭和十七年 一九 二）二月
―
木戸内大臣は、天皇に拝謁したさいに、戦況は日本に有利であるが、
敵の戦意が旺盛であり、戦争はかんたんには終熄しないであろうこと。このうえは、一日もはやく機会をとらえて、和平の実現につとめるべき旨を奏上した。和平交渉を進めるには、シンガポールが陥落したときが好機であった。が、和平の話はやがてたちぎえになり、敗戦必至の情況 なって復活した。
　　　
隠退生活を送っていた吉田茂が、近衛の和平上奏 の草稿をみせられたのは、昭和二十年二月十三日の
夜（近衛が天皇に拝謁する前夜）のことであり、ところは平河町の吉田邸 った。近衛と吉田は、その夜おそくまで語りあった。近衛は上奏文を牧野伸
のぶ
顕あき
（一八六一～一九四六、明治から昭和期の政治家。大
久保利通の二男。吉田はその女婿）にみせてほしいといったので、吉田はその写しをと
出撃寸前の“飛燕”の図
　　　
これが家宅捜索のさいに憲兵隊に押収され、逮捕される証拠となった。吉田は四月中ごろ憲兵隊に連行され、約四十日間
―
九段の憲兵隊
―
代々
木の陸軍衛
えい
戍じゅ
監獄
―
目黒の刑務所
―
目黒小学校などに監禁され、仮釈放となり、大磯の私宅に帰った。
　　　
憲兵隊が知りたがったことは、近衛が内奏後、天皇からどのような質問が出、それにたいしてどう答えたのか。近衛と深夜まで何をはなし、何を画
策したかということであった（吉田
　
茂『回想十年
　
第一巻』新潮社、昭和
32・５） 。
（６） 「日本を襲った紙の爆弾
　
四五八万枚の伝単が日本本土へ」 『昭和二万日の全記録
　
第七巻』 、一〇四頁。
（７）雑誌『自由国民』特輯『近衛文麿・手記
　
最後の御前会議』所収、臨時日報、昭和
21・１。
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一
　
著名人の八月十五日
本稿において取りあげる著名人（
18名）は、左記のひとびとである。職種は、学者・小説家・評論家・芸能家などのほか、政治家・皇族である。
柳田国男（一八七五～一九六二、民族学者）
　　　　
大佛次郎（一八九七～一九七三、小説家）
永井荷風（一八七九～一九五 、小説家）
　　　　　
井伏鱒二（一八九 ～一九九三、小説家）
河上
　
肇（一八七九～一九四六、経済学者）
　　　　
渡辺一夫（一九〇一～七五、フランス文学者
志賀直哉（一八八三～一九七一、小説家）
　　　　
手塚富雄（一九〇三～ 三、ドイツ文学者）
秋田雨雀（一八八三～一九六二、劇作家）
　　
伊藤
　
整（一九〇五～六九、小説家・評論家）
東久邇稔彦（一八 七～一九 〇、皇族）
　　
高松宮（一九〇五～八七、皇族）
芦田
　
均（一八八七～一九五九、政治家）
　　
平林たい子 七二 小説家）
木戸幸一（一八八九～ 九七 、政治家）
　　
江藤
　
淳（一九三三～一九 九、評論家）
内田百閒（ 八八九～一九七 、小説家）徳川夢声（一八九四～一九七一、芸能家）
柳田国男（一八七五～一九六二、明治から昭和期の民族学者）は、昭和二十年八月一日
―
満七十歳の誕生日をむかえ、赤飯で祝った。連日、
艦上機Ｐ
51、長距離爆撃機Ｂ
29の来襲があった。八月十三日、空から伝単がばらまかれた話を「炭焼日記」にしるしているが、政治の消息がすこ
しもわからぬ、といっている。
八月十五日（水曜日）は、天気は晴。あつかったようである。柳田のこの日の記述は、わずかに二行である。
十二時大
たい
詔しょう
出い
づ、感
かん
激げき
不とま
止らず
。
午後感冒、八度二分（熱三十八度二分の意） 。
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もしろかった。午後九時すぎ辞去し、宿に帰った。深夜、空襲警報が鳴ったが起きなかった。
八月十五日
―
くもり。風があって、すずしい。宿の朝食は、料亭の料理を食するような心地がした。
鶏けい
卵らん
（にわとりのたまご）
　　
タマネギ入りのみそ汁
　　
はや（ウグイの称）の焼魚
　　
ナスのおしんこ
食後、谷崎の宿におもむき、そこで同人が手配してくれた汽車の切符をうけとった。やがて両人は勝山の駅舎にむかい、再会を約して別れた。
荷風は午前十一時二十分発の汽車にの
新にい
見み
駅（岡山県北西部
―
伯はく
備び
線の駅）まで、駅ごとに応召兵とそれを見送る小学生のすがたをみた。車中、窓より風が入ってきたのでしのぎ
当人はこの日、カゼをひき熱があった。日記は簡略にしるされているが、終戦に気持がたか
ぶったようだ。
海軍の飛行機 、もっと戦いたいというビラをまいたという。永井荷風（一八七九～一九五九、明治から昭和期の小説家）は、八月中旬勝山（岡山県北部
―
真ま
庭にわ
郡勝山町）にいた。八月十四日、朝七時谷崎潤一郎（一八八五～一九六五、明治から
昭和期の小説家）とともに散歩に出、町を流れる旭川河畔をあるいたのち、正午に谷崎の客
かく
舎しゃ
（旅先での宿＝小野旅館）に招かれ、赤飯をごちそうになった。午後、昼寝し、夕方になると、谷崎から使いの者がやってきた。
谷崎は昭和二十年七月から翌年三月まで勝山に滞在し、小説『
細ささめ
雪ゆき
』を執筆ちゅうであっ
た。
津山の町（岡山北東部）で牛肉を手に入れたから、旅館まで来訪ありたし、との伝言があっ
たので、ふたたび訪れ、馳走になった。細君も酒がのめる口であったから、話はひじょうにお
B29戦略爆撃機
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やすかった。新見駅で汽車を乗りかえた。出発のさいに谷崎夫人から贈られた弁当をひろげたら、白米のむすびにこんぶの佃煮、牛肉がそえてあり、歓喜した。食後、うとうとしている間に山間の小駅をいくつもすぎ、倉敷に着き、さらに旅をつづけ、午後二時すぎ岡山（中国地方中部）に着いた。
岡山は焼跡の町であった。水道で顔をあらい、汗をふいたのち寓舎（仮の宿）へかえった。Ｓ君夫婦から正午の玉音放送のことを耳にした。こ
の日の荷風の日記の記述は、つぎのようになっている。
今きよう
日正
しようご
午ラジオの放送、日米戦争突然停
てい
止し
せし由
ゆえ
を公表したりと言
い
ふ。あたかも好
よ
し（ちょうどよい折であった意） 、日
ひ
暮ぐれ
染そめ
物もの
屋や
の婆
ば
（おばあさん） 、
鶏肉葡
ぶどう
萄
酒しゆう
を持
もち
来きた
る、休戦の祝宴を張り皆
みな
み〻な
酔よ
うて寝
しん
に就
つ
きぬ。
 
（欄外墨書）正午戦争停止。
婆さん持参のひきでもので、一同終戦を祝ったのち、安眠をえたというのが、この文意であろう。河上
　
肇はじめ
（一八七九～一九四六、明治から昭和期の経済学者。社会思想家、元京大教授）は、終戦時、京都市吉田上大路九に住み、戦局のゆく
えをみていたが、対ソ関係の悪化に重大な関心をよせて しか 、政府の声明はひ つも出ず、新聞等もそれに何も言及しないので、気をもんでいた。
空襲警報は、毎晩のように出た。河上はいずれ焼きだされ、無一物になるかくごをしていた。疎開もせず、なにごとも運にまかせていた。日本が負けることは、とうからわかっていた。どうせ負けるのなら、一日も早くかたずいた方がよいと思っていた。ガス 終戦を機に出るよう
になった。サツマイモは、いままで飛行機の燃料にふりむけられ、飛行機が三十分間とぶと、二五〇貫のサツマイモを食っていた。が、これからは人間の食物になるのである。
夏の京都の暑さは周知のことであるが、八月十五日までの数日間、むしあつかった。河上がソ連の対日戦のことを午後五時のラジオで知ったの
は八月九日のことである。が、十一日になっても ソ連の宣戦にたいして詔勅も政府の声明もでな っ 河上は微熱があったが、何日か本をよ
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んですごした。八月十五日の日記の記述は、つぎのようになっている。
朝ちよう
来らい
（朝からずっと）
快かい
晴せい
、気持よし。五時起床、室内を
片かた
付ず
けてから、ポストまで郵便を出しにゆき。帰り、門を入らんとする頃、米機頭上に
来きた
り、パン〳〵と音をさせて煙
けむり
を吐
は
きしかに思ひしに、ビラをまきたるなりき。 （中略）
正午
　
天皇陛下ラヂオを通じて平和克
こく
服ふく
の
詔しよう
勅ちよく
を朗読し給
たま
ふ。 （中略）この日午後
　
川端警察署よりお役人見ゆ。会はず。
あな（ 〝ああ〟の意）うれし
　
とにもかくにも
　
生きのびて
戦たたかい
やめるけふの日にあふ
文中にある〝ビラ〟とは、米機が八月十五日の午前ちゅうに京都上空にばらまいていった伝単のことであり、日本の国体を侵害しないのであれ
ば、ポツダム宣言を受諾する用意があることにたいする連合国側 回答であった。
この伝単をひろって、河上宅の門内に投げこんだ者があり、河上はそれを取っておいた。　
　　　　
日本の皆様
私共は本日皆様に爆弾を投下するために来たのではありません。お国の政府が申込んだ降伏条件をアメリカ、
イギリス、支那並にソビエット連邦を代表してアメリカ政府が送りました回答を皆様にお知らせするために、このビラを投下します。戦争を直ちにやめるか否かはかかつてお国の政府にあります。 は次の二通の公式通告をお読みになれば どうすれば戦争をやめる事が出来るかがお判りになります。 （後略）
河上は戦災ですべてをうしなう覚悟をしていたのに、事態は急テンポですすみ 平和 やってきたことに感慨無量であった。ちなみに当時、大阪（戦災により焼野原）と京都のヤミ相場は、つぎのようであった。
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大阪
　　　
牛ナベと酒…………一人まえ五〇〇円位。
　　　　　
浴衣一枚……… 米五升か金五〇 円。
　　
砂糖百匁…… 二〇〇円。
　　
大豆一升…… 二〇円。
　　
鶏卵一個…… 一円。
 
注・河上日記（昭和
20・８・
12付）
京都
　　　
ナス一個………… 一円。
　　　　　
牛肉百匁…… 四五円。
　　
モチ一個…… 五円。
 
注・河上より畑田朝治宛書簡（昭和
20・８・
25付）
志賀直哉（一八八三～一九七一、大正・昭和期の小説家）は、敗戦をかえりみて、いちばんばかげていたのは竹
たけ
槍やり
（竹の先をとんがらせ、槍の
代りにしたもの）訓練であったという。
今度の戦争は
　
どう考へても馬
ば
鹿か
ば々
か々
しい戦争だった。統
すべ
てに無理があった（ 「手帳
　
28［昭和十八―二十年］ 」 ）
志賀によると、日本は一夜にしてこの転回をやったわけであり（突然、戦争をやめた意） 、予科練習生から特攻隊員として特殊教育をうけてき
た若者の精神状態を、終戦になって元にもどすことなく、こんにちの社会に帰したことは、軍や政府として無責任な措置であったという。
秋田
雨う
雀じゃく
（一八八三～一九六二、明治から昭和期の劇作家。本名・徳三。早大卒）は、青森県南津軽郡
黒くろ
石いし
町（青森県黒石市の中心集落）に
疎開していた。そこは津軽藩の支藩
―
一万石の城下町であった。雨雀（六十三歳）は昭和二十年の年が明けたころから、からだ全体にむくみの
ようなものが出、医者は急性腎臓炎であろうと診断した。そのため半月ほど本をよんだりして、
仰ぎょう
臥が
生活をつづけたが、翌年になると健康の回
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復を感じるようになった。
七月になると、毎日のように警戒警報が発せられた。そのつど雨雀は大きなリュックサックを背おい、孫の手をひいて、神社の下に掘った防空
壕に避難した。そこから顔をだして下をみると、浅
あさ
瀬せ
石川のながれと青
あお
田た
がみえた。
七月二十八日の夜九時ごろ
―
青森の町と港が米機の空襲をうけた。雨雀らは防空壕を出、火の玉のような焼夷弾が町におちてくるのを山越し
にみた。本州と北海道をつなぐ、うつく い青森の港は わずか数時間のうちに火の海となり、廃墟に帰したのである。やって来た米機は約三十。夜九時ごろから十一時すぎのあいだに、駅舎、県会議事堂をのぞくすべての家屋をことごとく焼きつくした。
八月十五日
―
この日、雨雀はミルクをとりに郊外の牧場へいく途中、正午に天皇の放送があるということを聞き、ある予感のようなものを感
じた（ 「疎開 代」 『雨雀自伝』所収、日本図書センター、昭和
62・
10） 。
この日の雨雀日記は、つぎのようにある。
八月十五日晴。
半なか
ば曇。
暑あつ
い。午前牧場へ行く。 （中略）
正しようご
午、天皇陛下の放送ある
由よし
、
回かい
覧らん
板ばん
が回っていた。大転換期が迫っていることを感じた。正午天皇陛
下の放送があった。
筧かけい
家け
のラジオで放送を聴いたが、やや明瞭を欠いていたが、解説によって、それは七月二十六日の三国、米、英、重（支那）及び
ソ連の無条件降伏の要求に同意して回答を与えたものであることが理解された。
この放送をいっしょに聞いた町のひとびとは、雨雀になにか解説してもらいたいようであったが、かれは何もいわなかった。しかし、かれらの
顔をみると、ほっとしたような色が浮かんでいた。
翌十六日の日記をみると、 「昨日は強い感動を得た」としるしている。東ひがし
久く
邇に
稔なる
彦ひこ
（一八八七～一九九〇、昭和期の皇族・軍人。敗戦により、はじめて皇族内閣を成立させた）は、八月十四日（火）木戸内大臣の
代理である内大臣秘書官・松平康昌から、ちかく総辞職するかもしれぬ鈴木首相の後任として総理になっても いたい、といった主旨の話をきい
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た。
いまの重臣には、軍部をおさえる力がないので、このさい皇族を首班に指名するのが最良の策と木戸は考えた。総理大臣の委嘱にたいして、わ
たしは政治家ではない。政治に関してなんらの経験もない。皇族は政治に干与しないほうがよい、とおもうと答えた。使者の松平は、なおよく考えておいてもらいたい、といい残して去っていった。
結果において、東久邇は天皇の意に従い、決心をひるがえし、総理の重職をうけ入れることにした。昭和二十年になると、連日連夜、晴雨にかかわらず、日本本土に空襲があった。国民は警報のサイレンが鳴りひびくつどビクビクした。待避
―
爆撃
―
焼夷弾
―
戦災
―
を経験したからである。ことに広島と長崎に原爆が投下されて以来、国民はひじょうに恐怖を感じながら日々を
すごしていた。
国民は、八月十四日の夕方のラジオ放送によって あす正午に重大放送があることを知 ていた。軍人のなかには、この放送は天皇がさいごの
決戦を激励する勅語と考える者もいた。八月十五日
―
正午に玉音放送があって、天皇は予告通り終戦（敗戦）を布告した。それを聴いたとき
―
私（稔彦）は直立して詔書の放送を聴きつつ、涙が出るのを止めることができなかった。
おお方の国民は、まったく破天荒な天皇の放送とその中味
―
予想もしなかった敗戦と降伏による終戦をはじめて知った。そのときの思いとシ
ョックは、さまざまであった。
いままでの極度 緊張がいっぺんにゆるんだ者。放心、虚脱状態をへて、よろこんだり憤慨した者。日本のポツダム宣言の受諾をあらかじめ知ってい （終戦のつよい衝撃をうけなかった） 。外国の事情に通じ、敗戦は必至とかくごしてい 者（知識人） 。
 
注・ 『東久邇日記
　
日本激動期の秘録』徳間書店、昭和
43・３よりまとめたもの。
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芦あし
田だ
　
均ひとし
（一八八七～一九五九、昭和期の政治家。終戦時、衆院議員。戦後、芦田内閣＝ＧＨＱのイエスマン内閣を組織）は、太平洋戦争がお
わることをすでに八月十日までに知っていた。 「芦田
　
均日記」にみる終戦の記述
―
十五日
　
正午に重大な発表があると前
まえ
触ぶれ
が出たので
　
国民はいよ〳〵来
きた
るべき事件が到来したと直感したらしい。殊
こと
に十五日朝には陛下御
おん
自みずか
ら大
たい
詔しょう
（みことのり）を放送遊
あそ
ばすと報
ほう
じたので、私は交
こう
詢じゅん
社しゃ
（明治十三年［一八八〇］福沢諭吉が設立した社交クラブ）で正午のラジオを聴くことにした。
この日十一時半には
　
既すで
に数十人の社員が緊張した顔付きをして集って来てゐる。
正午いよいよ〳〵陛下の
御おん
詔しょう
が録音で送られた。起立して聞くもの
皆みな
暗あん
然ぜん
（悲しく、心がふさぐ）として涙をのむ。荘厳な、
真しん
摯し
な光景であった。
私は危
あやう
く泣
なき
出だ
さむとして声
こえ
を飲
の
んだ。
この日、宮城まえに大勢の群集
―
老ろう
若にゃく
男なん
女にょ
が押しよせ、声を放って泣いたという。芦田によると、八月十五日は全国的に〝涙の日〟であっ
た。
占領軍が上陸する横浜では、婦女子が暴行されるといったデマが飛び、神奈川県庁、東京鉄道局の女の職員は、はやばやと解雇され、はやく逃
げるよういわれたため大きな動揺がおこったという。横浜にかぎらず東京でも大勢の婦女子が逃げだしたらしい。
木戸幸
こう
一いち
（一八八九～一九七七、昭和期の宮中政治家。終戦時、内大臣。敗戦後、Ａ級戦犯）は、ポツダム宣言受諾の途
みち
を演出した。かれは国
内に動乱がおこる心配があっても戦争継続にあくまで反対であり、首相も同感であった。
八月十四日（火）晴。米機は連合国 回答をビラにしてばらまいていった。木戸は天皇の決意（終戦）がきわめてかたいことを知った。正午に
御前会議終了後、天皇によばれ拝謁した。天皇が涙をうかべて語る話に、木戸は頭をあげることが きなかった。
翌八月十五日（水）の木戸日記は、
―
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正午、陛下御
おん
自みずか
ら詔書を御
ご
放ほう
送そう
被あそばさる
遊
。感
かん
慨がい
無む
量りょう
、只
ただ
涙なみだ
あるのみ。
とある。木戸は、午後二時五十分より三時半まで、御文庫で拝謁した。
内田
百ひゃっ
閒けん
（一八八九～一九七一、明治から昭和期の小説家、随筆家。本名・栄造。元法大教授）は、終戦のとし、日本郵船の嘱託（臨時職
員）であった。昭和二十年五月二十六日未明の東京空襲によって 麹町五番町の家が焼け、となりの山口邸（五番町十四番地）の掘立小屋（三畳）に移り住んだ
このころ昼夜わかたず
―
警戒警報
―
空襲警報
―
爆弾落下
―
空襲警報解除をくりかえした。
八月八日の献
メニュー
立は、つぎのようなものであった。
朝……
 昨日のご飯の残りもの。キウリとトマトをコンブで煮たもの。配給の粉を団子状にし、油で焼いたもの。ご飯はわるくなりかけて来たので、洗い飯にして細君がたべた。団子とご飯には、きなこ（大豆をいって、粉にしたもの）をかけた。
昼……ナスの油いため。ミソ。団子の残り。 （これはたいへんなごちそうという。 ）
夕方、湯をわかし、二ヵ月半ぶりで行水をつかった。飯田橋ちかくの銭湯まで行くのがおっくうであったから。九日、午後おそく出社した。十日、午前九時半ごろ、Ｂ
29が百機ほど編隊でやってきて、東京の東北方面を攻撃した。十二日、午後五時ごろの
ラジオ放送によって、敵の潜水艦が伊豆の下田を攻撃していることを知った。この日、朝から夜まで警報を聞かなかった。原子爆弾とソ連の参戦により、戦局が急転したためでないかと思った。十四日、新月が出、皇居の土手の松 木にか った。すでにこおろぎが鳴いていた。
八月十五日㈬
―
朝はくもり。昼ごろに晴れた。気温は三十一度。午前五時半、警戒警報でおこされた。八時空襲警報解除となった。この日の
正午に天皇の重大放送 あることを知って た。昼まえに隣家の山口家よりラジオを聞きにくるよう案内があった。
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正しょう
午ご
少すこ
し
前まえ
、
上うわぎ
衣
を
羽は
織お
り、家内と初めて
母おも
屋や
の二階に上がりてラヂオの前に
坐すわ
る。天皇陛下の御声は録音であったが、戦争終結の詔書なり。
熱ねつ
涙るい
滂ぼう
沱だ
として止
や
まず（盛んに流れる意） 。どう云
い
ふ涙かと云
い
う事を自分で考へる事が出来ない（ 『東京焼尽』講談社、昭和
30・４） 。
破天荒な天皇の玉音放送をきいて、わけもわからず、涙がむしょうに出たというのがこの文章の意であろう。戦争がおわり、
省しょう
線せん
（ 「国電」の旧称）の明りがいままでより明るい気がした。高架線からみえる焼け残った建物の窓から灯火がみえた。
徳川夢声（一八九四～一九七一、大正・昭和期の芸能家・随筆家。大正のはじめ映画の活弁＝弁士として活躍した）は、日本の終末を考えるの
が恐ろしかったから、おもしろくもない本でも読んで気をまぎらすしかなかった。米機はいまや日本本土の上空でわが物顔にふるまっていた。いろいろ考え込むと、なかなか寝つかれなかった。
八月十三日の夕飯には、冷蔵庫からドンブリ飯を出し、冷やっことナスの煮たのをおかずにして食べ 。冷やっこのうえに青シソをきざんだも
のをのせ、薬味とした。十四日、有楽町駅のまえの荒地で、女が本をならべて売っていた。日劇の壁に、 「必勝」とかいたビラが貼ってあった。銀座も築地も焼跡であり、森閑としていた。夜九時のラジオ放送によって、明日正午に重大発表があることを知った。
八月十五日。コーン……正午である。
―
コレヨリ畏
かしこ
クモ天皇陛下ノ御
ご
放ほう
送そう
デアリマス、謹
つつ
シンデ拝
はい
シマスルヨウ
―
起立ッ！
号令が放送されたので、夢声らはその場の畳のうえで直立不動となった。「君が代」の奏楽がながれ、それがおわると、かたずをのむ。
―
朕ちん
深ふか
ク世界ノ体
たい
勢せい
ト
　
帝国ノ現状トニ鑑
かんが
ミ非常ノ措
そ
置ち
ヲ以
もっ
テ
　
時局ヲ収
しゅう
拾しゅう
セムト欲
ほっ
ス……
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夢声は、この第一声を耳にしたとき、肉体的感動をおぼえ、全身の細胞がことごとくふるえた。天皇の放送がおわったとき、 「足元の畳に、大きな音をたてて、私の涙が落ちて行った」という（ 『夢声戦争日記』 ） 。夢声が、はじめて聞いた天皇の肉声は、清らかな、きわめてうつくしいも であった。
心に深く止めよ。今日の妙
たえ
なる（言いようもなく、すぐれた）玉音を。
と、日記にしるしている。
大おさなぎ
佛次郎（一八九七～一九七三、大正・昭和期の小説家。本名・野尻清彦）は、日記をつける習慣はなかったようだが、太平洋戦争末期
―
昭
和十九年九月から突如日記をつけはじめ、同二十年十月までつづいた。なぜ急に日記をつけはじめたのか、その理由はあきらかでないが、日本の敗戦をみずから記録しようとしたものか。
八月十日。この日知人らからコロッケ五個
―
サケのかん詰
―
ジャバ（インドネシア）の紅茶などをもらった。八月一日からタバコの配給が、
一日三本となった。そのためヤミ値が急とう た
　「光
ひかり
」一個六〇銭
―
▼一八円
　「金
きん
鵄し
」一個八円
―
▼一〇円
八月十四日。数日来、あつい日がつづいた。夜九時のニュースにより、明日正午に重大発表があることを知った。
八月十五日晴。朝、正午に陛下
自みずか
ら放送せられると予告。予告せられたる十二時のニュウス、君ヶ代の吹奏あり
　
主しゅ
上じょう
（天皇）親
みずか
らの大詔放送、次いでポツダ
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ムの提議、カイロ会談の諸条件を公表す。台湾も満州と朝鮮も奪われ、暫
しばら
くなりとも敵軍の本土の支配を許すなり。覚悟しおりしことなるも
　
そこまで
の感
かん
　
切せつ
なるものあり（きもちにつよいものがある意） 。
大佛は、敗戦といったこの未ぞうの革命的事件によって、気が高ぶり、床に入ってもねむれなかった。人心が動揺し、デマがとめどもなく飛び、処置なしであ た。神奈川県では、敵の上陸がちかいため、婦女子は逃げたほうがよい、とふれをだ
した結果、それが誇大につたわり、避難民が駅に殺到した。横浜では持場をすて逃亡する警官が続出した。
井伏鱒二（一八九八～一九九三、昭和期の小説家。本名・満寿二）は、昭和二十年七月、疎開先の甲府の町が空襲をうけたので、故郷に帰るこ
とにした。妻子をともない、中央線経由で名古屋に出、京都から山陰線をえらび、同月十日の午後十時に広島県加茂村の生家についた。途中、鳥取駅のプラットホームで妻子とともに一晩ごろ寝した。郷里に帰って三十六日目に終戦になったが、その間 二度ばかり勤労奉仕 かりだされた。
松しょう
根こん
（松の根）掘
ほ
り
　　　
松根割
わ
り
これは松の根株を乾留してえた油状物質から、飛行機を飛ばす燃料をえるための作業であった。松の根を掘るしごとは、大した技術はいらない
が、それを斧で割るしごとは骨がおれた。
八月十五日の天皇 放送 聞いたが、ラジオの調子がわるく、よくわからなかった。義
ぎ
姉し
が午後二時ごろ、常会できいたといって、先刻のラジ
オは日本の無条件降伏をつげたものだ、といっ が、誰も信じなかった。それを聞いて ひじょうにさみしい心地がした。木陰に立ったり、あるいは廊下に腰をかけ、また木陰に立ったりした。
とにかく田舎のこととて、何日も新聞は来ない 、いろいろ風評もあり、途方にくれて たという（ 「終戦の日の思い出」 ） 。渡辺一
かず
夫お
（一九〇一～七五、昭和期のフランス文学者。東大教授）は、終戦後もことごとに八月十五日前後のことが思い出されてならないとい
106（19）
日本人と玉音放送
う。当時、渡辺は笹塚の借家にいた。
八月十三、十四日ごろから、町角や警察のまえなどに「流言に迷
まど
わされるな」といった掲示が出ていた。十四日になると、あす天皇の放送があ
ることを知った。渡辺は、（とうとう膿
うみ
が出はじめたか……）
とおもった。
いろいろなデマが飛んでいた。八月十五日の午前、渡辺は生 しげったトウモロコシの畑に立って、真夏の明るい空をながめていたら、軍需工場につとめる三十代の隣家の主
人が、天皇の放送をめぐって誰かといい争っている声が聞えてきた。
玉音放送がおわった十五日の午後、町はいっときひっそりしていた。庭先でひさしぶりにぼんやりとし、大陸の奥地や南方へ出征した若い友人
たちの身のうえについて推量してみた（ 『渡辺一夫
　
敗戦日記』博文館新社、平成７・
11） 。
手塚富雄（一九〇三～八三、昭和期 ドイツ文学者。当時東大助教授）は、勤労動員によって、学生たちと新潟の農村に 。終戦の放送は、
宿泊していた農家のラジオで聞いた。
学生の集合所へいってみると、学生たちはとても興奮していた。あちこちで泣きだす学生をなだめ いる先 のすがたが印象的であった。手塚
はひじょうな空虚さを感じ、ぼんやりした。日本のこれからのことを、あれこれ考えた。
当時、手塚は四十二歳であった。伊藤
　
整（一九〇五～六九、昭和期の小説家、評論家）は、空襲がますます激しくな
ってきたので、家族を夫人の実家がある
―
北海道山
やま
越こし
郡八
や
雲くも
町に疎開させた。七月、
新潮社の企画部長（じっさいは名目だけのもの）を辞し、住居を処分して、北海道の家族と合流した。八月、
茅かや
部べ
郡ぐん
落おち
部べ
村に間借りし、 「帝国産金株式会社」の落部工場（飛
伊藤　整
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行機の材料となるベニア板をつくる工場）に勤め、ここで終戦をむかえた。
八月十五日正午に重大放送がある、ということで、工員たちは事務所に入り立った。ラジオから流れる天皇の荘重な声をきき、それがおわった
とき、伊藤は、「最敬礼！」を号令し、ついで君が世がおわると、「直
なお
れ！」
といった。
男の工員、事務職員で涙をぬぐうもの、テーブルに伏して泣くものが多かった。女性はほとんどみな泣いてい
こうして平和が来た。ここは北海道であるが、東京も大阪も鹿児島も、日本の敵空襲で焼かれた
焦しょう
土ど
のあらゆる場所で、この瞬間に国民は
戦たたかい
の
終おわ
ったこと、大和民族が屈服したことを知ったのである（ 『太平洋戦争日記
　
㈢』 ） 。
伊藤は、（平和は突然、思いがけない早い時期にきた）
とおもった。戦いがおわれば、やがて敵（ロシア兵）が北海道にやってくるこ は必定であった。そうなると道民はソ連治下に生活することになる。
きょう明日にもソ連兵がやってくるのではないかと、皆びくびくしたようだ。異常事態であるため、デマやい かげんなうわさが飛
と
び交
か
った。
―
やれロシア兵はどこそこに来る、ロシアの軍艦が函館湾に入ってくる、といったたぐいの流言がある。
そのため道警察部の特高課長がラジオ放送をして、
室むろ
蘭らん
や
稚わっかない
内
に連合軍が上陸するとか、進駐するとかいう話はデマであるから信じてはなら
ないといった。
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高松宮（一九〇五～八七、大正天皇の第三皇子。太平洋戦争中は軍令部員、砲術学校教頭）は、昭和二十年八月十一日㈯軍令部第一部長より、
昨夜御前会議があり、御親裁（天皇による終戦の裁断）があったことを知らされた。高松宮は「之
これ
ガ初
はつ
耳みみ
ダツタ」と、日記にしるしている。この
日の午後一時から三時まで、皇族にたいして、外務大臣から経過説明があった。
八月十二日
―
午後三時、吹
ふき
上あげ
大本営防空壕（皇居の西部に位置）に皇族があつめられ、天皇から今回の決断についての説明があった。
八月十五日
―
高松宮は、午前五時二十分に自動車で御殿場にいっている。が、疎開中のだれかに天皇の裁断を伝えにいったもののようだ。こ
の日の日記に、
御殿場へ、〇五二〇出門（午前五時二十分に出発の意）〇八四〇着。十四〇〇発、一七二〇宮内省ニ寄
よ
ツテ皈
かえ
ル（ 『高松宮日記
　
第八巻』 ） 。
 
注・皈
かえる
は帰の俗字。
とだけある。
平林たい子（一九〇五～七二、昭和期の小説家。社会主義的思想にひかれ上京し、放浪後、プロレタリア作家となる）は、八月十四日
―
あす
正午に天皇の放送があることを知り
―
、母と降伏するのかそれとも抗戦かと語りあった。
八月十五日
―
正午に録音らしい天皇の声が聞えてきたが、電波はいくつも山を越えて届くため乱れ、おまけに雑音おおく、ほとんどことばを
聞きとることはできなかった。ただ ころどころにおかしな文
ぶん
言げん
（ことば）があった。 「降伏」とか「敗北」といった表現こそなかったが、
　「ポツダム宣言を受諾」
のことばがあり、無条件降伏したことを知った。
日本の降伏は、ありえないことではない、と思っていたが 降伏にはおどろいた。天にむかって百ぺんも叫んで、おどり上ってみたい気持に
った。解き放たれたと思ってみたかったが、緊
きん
縛ばく
（きつくしばられている）がつよく、すぐ解放感はおこらなかった。
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「ポツダム宣言」とはどんなものか知らぬ隣人たちは、 〝無条件降伏〟のことだと説明してやると、はじめて泣きだした。布片で涙をふきふき駆けつけた近所のおばあさんは、いつでも死ぬ覚悟はできていたと泣きじゃくった。十六日、道で会う人びとも何だかほっとした面持であった。 「大変なことになったナァ」とか「ほんにナァ」と沈痛にいひあっていた。十七日、
米兵が東京湾に上陸するとのうわさが広まった。昼ごろになると、東京はたいへんな騒ぎであり、婦女子は青酸カリをもって山に逃げかくれたとの風説がひろまった。
江藤
　
淳（一九三三～一九九九、評論家。東京工業大学、慶應義塾大、立正大学教授を歴任）は、父母とともに海軍将官の子として生まれた家
の出身であった。江藤の家は〝庶民〟ではなかったが、戦争でほとんどすべてを失った。終戦の年十二歳であった江藤は、疎開先の鎌倉の稲村ヶ崎で玉音放送をきいた。
国民学校の六年生であったかれは、敵が相模湾に上陸してきたら、ひとりだけ米兵を殺して死ぬつもりであった。が、それでも死ぬのはこわか
った。
敗戦によって大きなものが、自分から失なわれていくような気がした。それは祖父たちがつくった国家であり、その力の象徴であった海軍であ
る。江藤はこんどの大戦中の海軍士官 腐敗と醜状をじぶんの目でみる機会 あったから、この海軍が祖父の時代のも と同じでないことを漠然と気づいていた。
それでも連合艦隊が消滅したことは、心に空洞をあけたという（ 「戦後と私」 ）江藤は筆が立っただけでなく、弁舌もさわやかであった。ひたいに汗をにじませ、よどみなく話をした。筆者は院生のころ、かれの批評の講義
を受講したなつかしい想い出をも ている。惜しいことにこの先生は、妻なきあと、平成十一年（一九九九年）七月あと追い自殺をした。
ちなみに日本海軍が保有していた艦船数の推移は、つぎのようである。終戦ちかくになると、もう戦うことができる艦がほとんどなかったこと
がわかる。
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［開戦時
―
昭和
16年］
　　　　　　　
［終戦時
―
昭和
20年］
戦艦……………………一〇………………
▼
〇
航空母 一〇……
▼
二
 （ 「
龍りゅう
鳳ほう
」 「
葛かずらぎ
城
」―
「龍鳳」は、潜水母艦「大鯨」を改装したもの。終戦の翌年呉ドックで解体。 「葛
城」は終戦後、南方から復員兵をはこび、のち解体。 『呉空襲記』中国新聞呉支社、昭和
50・
12より。
巡＊
洋艦…………………四一………………
▼
三
その他の軍艦…………一四
▼
三
駆＊＊
逐艦………… 一一一 ……
▼
三〇
潜水艦…………………六四
▼
五〇
海＊＊＊
防艦………… 四
▼
八〇
 
注・ 『河上
　
肇全集
23』岩波書店より。
 
＊戦艦にくらべ攻撃力はおとるが、速力ははやい。駆逐艦より戦闘能力がたかい。
 
＊＊敵艦にたいする魚雷攻撃、爆雷攻撃を本務とする艦。
　　　　　　　　　　
 
＊＊ 自国の港湾、海峡、沿岸などの防備を本務とする艦。
　　　　　　　　　
昭和二十年七月二十四日
―
呉くれ
の軍港には大小の軍艦十一隻が係留されていたが、早朝から昼ごろまでの空襲によって、大半が沈没また着底大
破した。その中には、戦艦「日
ひゅうが
向」があった（ 『フォトドキュメント
　
本土空襲と占領日本』河出書房新社、平成
27・６） 。
一
　
戦中の
流りゅう
言げん
蜚ひ
語ご
いつの世でも、ひとは自然災害や内乱、革命、戦争といった危機的な状況に追い込まれると、不安や恐怖、焦燥が高まるのがふつうである。流
言（うわさ、デマ）が発生しやすいのはそのときである。ひとは危険や不安がないときでも、物事やある人の身のうえについて、うわさ話をすることが好きである。ひとは批評がましく、口うるさいといえる。
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流言は、異常な報道形態、こみ入った
伝コミュニケーション
達現象
、ひとつの社会的現象といえる。太平洋戦争末期、わが国において戦況が逼迫してくると、さ
まざまなうわさが発生し、ひとは聞いた話をたしかめることなく、それを他の人に伝えた。うわさは尾ひれをつけ、話を大きくした。
流言の発生とその伝播の過程は、いまのべたようなものである。が、もうすこし詳説してみよう。
―
流言とはなにか、それは人のどのような
状況や心理のなかでつくられ、人に伝えられてゆくのであろうか。その仕
し
組くみ
（構造）と、とくに太平洋戦争末期の流言の実例についてのべるまえ
に、 〝流言〟の起源的意味について語っておこう。
中国の書経や礼記に、 〝流言〟のことばがみられるというが、日本語にもその類語がたくさんある。たとえば、
―
　
流りゅう
聞ぶん
　　
流りゅう
説せつ
　　
流りゅう
事じ
　　
流りゅう
語ご
　　
造ぞう
言げん
　　
虚きょ
言げん
などがそれである。これらの語は、いずれも根拠のないうわさの意である。
一方、西洋に目をむけると、 を意味する語につぎのようなものがある。
（英）　
r ルーマum
our（
うわさ風評
　
風聞
）
　　
r リポートeport（
報告
　
うわさ風説
）　　　　　　　　　
t
ザhe t トークalk（
談話
　
うわさ
）
　　
g ゴスィップossip（
うわさ陰口
）　　　　　　　　　
h ヒアセイearsay（
風聞
　
うわさ
）
（仏）　
b ブリュイruit（
音
　　
さわぎうわさ
）
　　
r ルムールem
eur （うわ ）
（独）　
G ゲリュッヒト
erücht（
うわさ評判
　
風
）
英語の
 rum
our やフランス語の
 rem
eur は、ラテン語の
 rルーモールūm
ōr （騒音、やかましい音の意）から来ているようだ。
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Ｏ・Ｅ・Ｄ（ 『オクスフォード英語辞典［第二版、一九八九年］ 』 ）は、
rum
our についていろいろな定義をあたえている（第四巻、二四一頁）
たとえば
―⑴　
広く行きわたった良好な、又は賞賛をあらわす報告。
⑵
　
あるていど有名な、ひときわめだつ物又は人についての報告。
⑶
　
明確な情報によらない 一般的 話、報告、うわさ。
⑷
　
地域社会に流布している所説又は報告。その真相については、はっきりした証拠がない。
このうち⑶と⑷が、いちばんわれわれが理解している流言（いいふらし）の定義にちかいと思われる。さて第一の問、流言とはなにか、について答えてみよう。 とは、人の口から口へと伝わるうわさ話のことである。何の根拠もない、広間に
ひろがるいいかげんな話
―
実質のともなわぬ身勝手な作文
―
まことしやかのウソである。それは大声で伝えられることはなく、ふつう低い声
でひそやかに語られる。流言は人をうごかし、人を不安にする。
人はじぶんの眼や耳でそれを確認できないとき、半信半疑でうけ入れる。事実無根のうわさもくり返し聞かされると、それを信じる確率が高く
なる。流言もいくつかに分類できる。
不安流言……生活上の不安（社会不安）をあおる流言。恐怖流言……
 直接戦闘に加わらなくてもよい内地勤務と思っていたら、南方行との流言。
　　　　　　　
占領軍が日本の婦女子を犯し、男は奴れいになるといった流言。
願望流言……こうなればよいとか、きっとこうなるはずであ 、といった希望的観測の流言。戦時流言……戦時下特有の社会的重圧をうけ、食料 足・戦局不振などに関する流言。
（26）099
つぎに流言は、どのような状況や心理のなかでつくられ、人から人へと伝わるのか。その発生原因と仕組についてのべてみよう。流言の誘因となっているものは、なんといってもひとが危機的状況にある きに感じる社会不安や情報不足である。ことにある物ごとについて
の情報、国内外の情報に接することができなくなったら、ひとはパニックに陥ることであろう。情報のない社会はありえないし、またひとは情報にとっぷりひたって生きている。
とくに戦時ちゅうは、報道管制下にあるから、世のなかのうごきを伝える通信手段としてのラジオや新聞の情報がじゅうぶんでないとき、国民
はたちまちそれに飢えることになる。そのとき、ひとはたしかな根拠もなく、当て推量によって、勝手なことをいいだし、それが一人あるきし、人から人へとおひ がついて広まってゆく。流言の発生 、その伝播のメカニズムは、このようなものであろう。
まして灯火管制下（敵の空襲にそなえて、明りを外に れ いようにする）であれば、根も葉もないうわさは、黒やみのなかで増幅され、ひと
びとをいっそう不安に とし入れる。そのうわさは、暗夜 うもり
0000
のようにあちこち飛びひろがってゆく。
流言発生の有力な因子のひとつ〝不安〟につい のべてみよう。不安の一般的ないみは、安心できないこと
―
気がかりで心が落ちつかぬこと
である。またはっきりとしない恐怖にたいする感情である。西欧語には 日本語の〝不安〟に相当する語につぎの うなものがある
（英）　
f フィアear　　　　　
（恐れ、心配、なやみ）
　　
a アングザイアティnxiety　　　
（危険や不幸を気づかって、又は将来にたいして生じる懸念・心配・心配事）
　　
u アンイー ズィネスneasiness　　
（不安、心配）
　　　　　　　　　　　　　
注・気持がおちつかないさま。
　　
a アプリヘンションpprehension　（災難、逆境などにたいする不安・心配）
（独）　
A アングスト
ngst　　　　
（恐怖、不安、心配）
（仏）　
p プー ルeur　　　　
（恐れ、心配、不安）
　　　　　　　　　　
注・英語の
 fear にあたる。
　　
a アンゴワスngoisse　　　
（不安、恐れ、苦悩）
　　
注・英語の
 anguish にあたる。
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ふつう心がやすらかな状態でないことを〝不安〟と呼ぶのであるが、日本語の〝不安〟にもっともあてはまる語を仮に英語から一つ選ぶとすれ
ば
 anxiety であろうか。
Ｏ・Ｅ・Ｄ（ 『オクスフォード英語辞典［第二版、一九八九年］ 』 ）は、
anxiety についてさまざまな定義をあたえている［五三八頁］ 。
それをかいつまんで話すと、つぎのようになる。
⑴
　
不安な状態もしくは特性。何かたしかでない出来事についての悩み、心配。
⑵
　
動揺やふさぎ。前胸部に窮屈さや呼吸困難をおぼえる。
⑶
　
道理に合わぬ、過度の心配を 徴とする心の状態。
精神医学（
p サイカイアトリィsychiatry ）の点からいえば、不安には内因性と外因性のものとがあるが、いまここで問題とするのは、
―
外因性の社会学的不安
である。
これはどんなものかといえば、人の家庭内でおこる身じかな不安というより、政治的または経済的、軍事的理由によって 人が極限状況に陥っ
たときに感じ 不安や恐怖をいうようだ。たとえば、つぎにのべるものがそれである。
⑴
　
政治犯が秘密警察によって逮捕され刑務所 入れられたとき。
⑵
　
第二次大戦中、ユダヤ人が強制収容所に送られ、死と直面したとき。
⑶
　
米軍による更なる原爆投下への恐怖。
⑷
　
召集をうけ、生還の見込みのない最前線へやら る恐怖。そのとき乗船した輸送船が無事目的地に着けるかどうかの恐怖。
⑸
　
占領軍の国内駐留にともなう婦女子 凌辱や奴れい化にたいする懸念が高じ とき。
⑹
　
戦災により無一文となり、路頭にまよったとき。
⑺
　
敵の侵攻や内乱がはじまり、流浪の旅がはじまったとき。
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ひとは極限に達したとき、心のバランスがくずれ、
―
心理的
狭きょう
窄さく
（窮屈）感・圧迫・心痛・苦悩などを感じ、それに伴ない、体調に変化が
みられる。〝不安〟というものは、ひとの心の中でおこる現象であり、他人がかいまみることができぬものである。不安は漠としたものであり、眼に見えぬ何かしらの到来
0000000
なのである。ひとは時代や運命の振子にすぎず、それらに従うしかないのである。
戦争が長期化するにつれて、召集・徴用・食糧不足・空襲などが、国民の不満や怨
えん
嗟さ
（うらみ）の声を誘発し、やがてそれらは政府や天皇にむ
けられていった。昭和十九年九月、次官会議において「流言蜚語防止対策」が決定し、内閣情報局に対策協議会が設けられ、その取りしまりには警察の特高課があ ることになった。しかし、民心の動揺を防ぐことは容易ではなく、特高・憲兵・
隣となり
組ぐみ
（町内会）まで監視網を張りめぐらし、
スパイや密告による摘発を強化 た（歴史記者クラブ昭和班『太平洋戦争新聞』広済堂出版、平成
17・
12） 。
このため国民は気軽に世話話もできなくなり、なんでもないこ でも疑い、不安になった。流言はかならずしも口頭によってのみ伝わるだけでなく 投書や落書や歌謡のかたちを取ることが多かった。流言を言いふらしたり、人を煽動
する（あおり立てる）ような考え・意見・苦情などを文章にして人に送りつけたり、電柱・壁・便所などにいたずら書きをすると、 〝言論事犯〟として起訴された。それは政府にたいする悪宣伝、国の秩序を乱す反国家的な行為であった。太平洋戦争が じまると 軍事に関するものがもっとも多く、つぎに食糧不足や配給制度に関 ものが多かった。が、本土空襲がはじまると 敗戦や厭戦的内容のものが漸次増加する傾向をみせた。つぎに揚げるものは起訴さ た件数である。
昭和
16年…………………………八九件
昭和
17年…… 三六三件
昭和
18年…… 六六一件
昭和
19年…… 一〇二九件
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昭和
20年（一月～五月）………一八〇件
時局（時勢のなりゆき）に関して〝造言（流言）飛語（蜚語） 〟をなすと、二年以下の懲役または禁錮、もしくは二千円以下の罰金に処せられ
た（法第十七条） 。流言飛語は、ことばや文書によるとを問わないから、出版物をもってなしたときも本罪を構成した。
また時局に関して〝人心惑乱（みだす） 〟をなすと、一年以下の懲役または禁錮、もしくは千円以下の罰金に処せられた（ 『法律新報』第六四二
号、昭和
17・２・
25） 。
まず軍事に関する流言（いいふらし）のうち、反戦・反軍的なものをつぎに掲げてみよう。
○
　
戦争は陛下が勝
かって
手にやっているのである。やるなら市民大会でもやってから始める可
べ
きである（職工
　
栃木
　
検挙）
○
　
近頃は酒どころじゃない。
□不明
もろくに食えぬようになったし、鍋
なべ
釜かま
まで買って戦争をせにゃならんようじゃ日本も負
ま
けじゃ、大体政府のやり方
が悪い、無能ばかりじゃ、大
たい
皇こう
陛下は道を歩くにも一人歩きせず、雨が降っても人に傘をさして貰
もら
う、こんなものこそ飯
めし
を食
く
はんでもよい（労働者
　
大
分
　
検挙） 。
○
　
長男を昭和十二年十二月西
せい
安あん
（陝
せん
西せい
省の都市。むかしの長安）にて、次男を昭和十七年五月ソロモン方面にて失ひたる母親、次男戦死の公報に接
するや「二児を失ひたるは天皇陛下の為
ため
なり」とて、畏
かしこ
くも陛下の御肖像
及および
掛軸を取外し、之
これ
を足
あし
蹴げ
にす（戦死者の母
　
秋田
　
検挙） 。
○
　
東条首相も今となっては
　
大東亜戦争を開
はじめ
たことを後悔しているだらう。戦争をやっているからこんなに苦しいのだから
　
戦争は早く止
や
めて貰
もら
は
なければならん（転向者
　
静岡
　
検挙） 。
○
　
□□島守備隊は玉砕せり。
　　
□□はもう駄目だそうだ。
○
　
この戦争は負ければ偉い人 殺されるかも知れぬが吾
われ
わ々れ―
百姓、労働者、貧乏人
―
は、殺されるようなことはあるまい。吾々は働かねば食は
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れないのだから、戦争に勝っても負けても大したことはない。 
注・昭和十九年初頭ごろの流言。
○
　
宿直などしなくとも同じだ。御
ご
真しん
影えい
（天皇・皇后の写真）など何でもない。御真影は只
ただ
の紙
かみ
でしかない。宿直などする必要はない（国民学校助教
　
群馬
　
検挙） 。
○
　
秩父宮は二、二六事件の黒幕 して、之
これ
が指揮に当られていた為
た
め、幽閉せられている（農業
　
大分
　
検挙） 。
○
　
宮様であらうが、天皇様であらうが、俺達が斯
こ
うやって一生懸命に働いてゐるから
　
生きて居
お
られるのだ。こんな忙しいとき出
で
迎むか
へに停車場へ出
なくともよい（農業
　
新潟
　
検挙） 。
つぎに反戦、反軍的歌謡の例として、つぎのようなものがある。
○
　
多くの人に送られて
　　
人の嫌
いや
がる軍隊に
　　
行くこの身の哀
あわ
れさよ
　　
可かわ
愛いい
好よし
ちゃん泣
な
き別
わか
れ。
 
注・愛知の徴用工のあいだで唱われたもの。
○
　
主しゅ
が召
め
されて（主人が召集され）門
かど
出で
の後は
　　
独ひと
り淋
さみ
しい蚊
か
屋や
の中
　　
我が子思ひのかげ膳
ぜん
（留守宅の者が供える食膳）すへた
　　
雑ぞうに
煮の冷
ひ
へた淋
さみ
しさよ
○
　
厭でござんす兵隊は
　　
十日十日の月給も
　　
わずか一円五十三銭
　　
○○代にもなりません
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またこんな変わった例もある。名古屋在住のある母親は、新聞記者であった息子が中国前線で戦死したとき、親戚や友人、戦死者の友人にあて
て、 〝息子が犬死〟した旨を官製ハガキに書いて十数通おくった。
拝啓
　
御ご
無ぶ
沙さ
汰た
致いた
し候
そうろう
　
予かね
て出征中の愚
ぐ
息そく□
、南
なん
支し
広東省沙頭方面に於
おい
て
　
所いわゆる
謂名誉の戦死
　
否いな
犬いぬ
死じ
を致
いたし
申もうし
候そうろう
（後略）
街の公衆便所において発見された落書に
―
○
　
大だい
本ほん
営えい
（戦時下、天皇のもとに置かれた最高の統帥部）特報
　
我わが
軍ぐん
ハ本日米英ニ対シ降伏セリ
　
ヨツテ
　
ルーズベルト
及および
チヤーチルハ
　
我わが
帝てい
都と
（東京）ニ入城セリ
　
陛下ハヨツテ
　
タイホセラレタリ（愛知
　
検挙）
戦死者の遺族あての投書に
―
○
　
御お
気きの
毒どく
ですが故
こ
元げん
帥すい
の功名心から出た一
いち
大だい
失敗が原因して
　
今や戦局は敗戦の状況です。せめて罪
つみ
亡ほろぼ
ほしに元帥を辞
じ
せられ度
た
い（東京
　
某） 。
 
注・山本五十六元帥の遺族宅に送られてきたもの。
つぎは食糧が窮迫し、警官をめぐる流言を掲げる。昭和十九年（一九四四）ごろの風聞である。
○
　
奈良県で、フロシキに白米をつつんだお婆さんが通行中、巡査の取調べをうけた。そのお婆さんは土下座してあやまっているところへ憲兵が通り
がかり、事情をきくと「許してやれ！」といったので釈放した。憲兵は名刺をおいて立ち去った。巡査はその名刺をもって署長に報告した。
署長は憲兵隊に抗議した。後日、憲兵隊で勤労奉仕の必要が生じ、その署の巡査に奉仕を命じたとき、五人の巡査の弁当を検査したら、みな白米をつ
めていた。
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注・戦時下、国民はまぜ飯か雑
ぞう
炊すい
をたべるのがふつうであり、白米をたべなかった。
○
　
飛行隊の兵が出征することになり、友人がその者に赤飯をたべさせてやろうと思って、人を介して小
あずき
豆を届けさせた。が、それをもって行った者
が警察につかまり、小豆を没収された。後日、軍隊から仕返しの意味で警察に勤労奉仕を命じた。兵隊が署員の弁当をしらべたら、一人をのぞき全員が白米だったので、兵隊はたいへんおこり、署員をなぐった。
○
　
子づれの巡査の女房が、重たそうなフロシキ包みをもっていた で、百姓が同情しじぶんの車につんでやり、行こうとしたら巡査の尋問をうけ、
その包みを調べられた。百姓はたいへんしかられた。が、持主はけ きょくその巡査の奥方であったそうだ。
○
　
買出し部隊の取りしまりにおいて、野菜は警官が山わけするのであろう。
○
　
警官は給料が安いため、買出しの取りしまりのさいに没収したものを料理屋へ売るので、月給の二、三倍になるらしい。
○
　
交番の巡査が、時間外に配達する食糧営団の従業員をしらべたら、署長の ころへ持 ゆく だといわれ 大い 弱ったとのこと。
○
　
巡査は物がよく回るらしい。物の不足を知らないから、家族も飯
めし
屋や
にならばない。
○
　
最近料理屋も酒不足な で、みなそれを持参するのであるが、途中交番で取りあげられ らしい。その酒をどう処分する であろうか。
○
　
買出し部隊から取りあげたいろいろな物質を、警官に分配してい らしい。
つぎに取りあげるものは、食糧不足とそれを取りしまる警察とをめぐる流言蜚語である。そこには食物にまつわる〝死〟といった陰惨なものも
ある。
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○
　
親が隣家の飯をぬすみ
　
わが子に食わせたことがバレ、警察にあげられ、その非道をなじられた。その親は帰宅後、どうせ米の不足で苦しむくら
いなら、いっそうのこと子どもを殺した方がよいとおもひ、その子を殺した（青森、岡山） 。
○
　
リュックサックに米やその他の食糧品を背おっている者が多いので、警官がキリで刺して調べたら、米でなく子どもを刺し、殺してしまった（青
森） 。
○
　
このまえ
大おお
湊みなと
（青森県北東部、第二次大戦まで海軍の要港）で、六、七升の米を背おって歩いている女がいたので、警察に連れていき調べてみ
ると、警官の妻であった（青森） 。
○
　
応召家族の妻が
　
どこかで手に入れた米をもっていたところ警察につかまり、一晩泊められて帰宅したら、子供二人は死んでいた（青森） 。
○
　
最近警察は、買い出し部隊の品物を没収して自家用 している（警視庁） 。
○
　
精米水車にドロボウが入ったので、村の者が戸を め、翌朝あけ みたら、駐在所の巡査が首をくくって死ん いた（福島、岡山、三重、大分） 。
○
　
巡査の女房が米一升五合ぬすみ、亭主は外分がわるいので、子供二人を殺し、じぶんも自殺した（福島） 。
憲兵と巡査との争い。
○
　
警官が老婆の所持品をしらべたら とモチが出てきた。警官 老婆をしかりつけ モチをすべて取りあげた。それ 憲兵 みて、その警官をなぐ
り憲兵隊に連行した（青森、福島、三重、大分） 。
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○
　
フロシキ包をもった者を巡査がしらべたら、その者は憲兵であった。おれを調べるなら、署長の家をしらべるから案内しろといった。署長宅をや
さがしたら、白米一俵が出てきた（福島） 。
食物をめぐる家庭悲劇。
○
　
滝たき
野の
川がわ
（北区南部の旧区名）で、食糧不足から一家六名が心中した家がある（警視庁） 。
○
　
弟が兄のぶんの飯をくってしまったので弟をなぐったところ、相手は死んでしまった。兄はおどろき自殺した（警視庁
　
静岡） 。
○
　
お内儀が配給米をぬすみ、警察にいくことになったので、子供二人 殺し、自殺し 。
○
　
十四、五歳の子供が、イモの買い出しに行って凍死した（警視庁） 。
○
　
ある未亡人は 米を
供きょう
出しゅつ
（政府に提供する）せねばならなくなり気が狂った。娘が来たとき食べさせるものがない、といってさわぎ、ついに鉄
道自殺した（青森） 。
○
　
村長がむりに供米させたために、農民は村長の家に火を放つとい いる（三重） 。
○
　
朝鮮人が、産婆をたのみに行く途中これ 殺し、その肉 宿屋に売った。宿のほうで変な肉だとして警察に届けたところ、人肉であることがわか
った。
戦時下の日本国民の最大の関心は、 〝戦況〟 （戦いのありさま）というより、食糧問題であった。首都の東京は人口も多く、わずかな配給量だけ
では足りず、市民は郊外に買い出しにゆかねばならなかった。大半が雑
ぞう
炊すい
をすすったり、代用食（イモ、うどん、乾パン）を口にしたり、雑草の
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類まで食べた。政府は二言目には〝増産〟をいったが、腹がへっては増産どころか〝人間のミイラ〟になる心配があった。
資産家は、人を使って物質を買いあつめ、高級軍人の中将クラスの者ですら、食糧に事欠き、千葉方面に買い出しにゆかねばならなかった。た
いた玄
げん
米まい
（精米していない米。くろごめ）や白米は、ぜいたくな食品であった。
おもしろい話がある。東条首相が群馬地方に出かけたとき、昼食に土地のものが玄米食を出したところ、それには見むきもせず、供の者が差し
だしたごちそうの弁当をたべたそうである。
つぎに敗戦や厭戦的内容の流言についてしるそう。開戦当初は、国民は緒戦の勝利のニュースに歓喜し、それに酔った。戦果にともなう楽観的な風潮や気分がひろがったが 年をへるごとにその
ような空気はしだいに減少していった。米英の反攻や空襲の激化から、国民は戦争のゆくえに疑いをもち じめた。ことに敵がフィリピンや硫黄島、サイパン、沖縄など 上陸 、やがて日本本土に いする空襲がはげしくなると、戦局にたいする不安から、国民は悲観的、敗戦的感情をいだくようになっていった。
食糧不足や栄養不良から、ひとは体
たい
位い
（からだの強さ）や療病（病気の治療）の低下をまねき、また病気にかゝる確立がたかくなった。とくに
東京のような大都会でくらすものは、慢性的な飢餓感をもっていたから、戦争がすみやかに終結することを待望する一方で、厭戦感をあらわにした。
食糧不足からくる配給制、その割りあてが少ないことからはじまるヤミ買 、民衆は国家間の くさよりも日々のひもじさと 戦いのほう 深
刻であり、まさに飢餓地獄であった。しぜんひとは不用意に厭戦的な考えや終戦願望をもらすようになり、やがてそこから皇室にたいする不敬、反戦・反軍その他の不穏な言動がしだいに増加をみるよう なった。しかし、一方で特権階級（高級軍人、官僚、富裕層）は、統制をくぐり、なんら不自由のない生活をしているようであった。
○
　
東京はまったくみじめなもので、配給ばかりで、子供や病人はかわいそうです。お米が不足のため、買い出しに行きますが、こんどはそれもでき
ません。
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○
　
食物が不足で東京の人はかつえています（ひどく飢えている意） 。早く戦争が終わらないと困まります（東京
　
女） 。
○
　
最低の生活が保証されるなら文句をいわな 。足
た
らざるを憂
うれ
えはしないが、均
ひと
しからざるを大いに憤慨する（東京
　
男） 。
○現に軍部あたりが、多数の御用商人をブローカーに使用して、物資の蒐集につとめている有
あり
様さま
だ。闇
ヤミ
をやるなら軍部へ行け……何とおもしろい言葉
でないか。
○
　
早く戦争がおわればよいと思います。古賀司令長官もとうとう殉職なさいましたけれど、この頃の私はだれが死んでも何とも感じなくなりました。
新聞にいろいろ書 てお
ママ
りましたが、ちっとも感激いたしません（杉並
　
女） 。
○
　
昨今の米不足にはやりきれぬ。この先どうなることか。偉い人たちも吾々とおなじであろうか。戦争もどういうことになるのか。
一方、さかなをとる漁師、農作物の生産を担当している農夫らも、空襲の影響をうけ動揺していた。敵機動部隊の近接（北上）等の流言に恐怖
感をつのらせていた。湾岸部の漁民は、空から機雷（水中にしかけ、船底がそれにふれると爆発する）をバラまかれたり、艦載機による機銃掃射がはじまると、出漁をきらうようになったし、農夫は米や麦の刈り入れ期に焦土戦術がはじまるとのデマにまどわされ、農耕にたいする熱意をうしなっていた。
小作人は、小中地主層にたいして増長（つけあがり、高慢になる）の傾向をみせるようになり、地主層はかっての社会的地位にかげりが出はじめた。一
　
戦争末期における左派の事態収拾案
　　　　
―
大内兵衛と三木
　
清
戦況がいちだんと悪化するにつれて国民は 戦争終結を願望するようになったが、諸般の事情からそれを公然と口にすること できない 当局
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者は左翼分子と会い、事態の収拾に関してその考えや意見を聴取しようとした。だれの眼にも敗戦は必至であった。国体のメンツ（体面）に拘泥することなく戦争をおわらせねばならぬという意見があった。米英と交渉することは敗北を意味することであり、このさいソ連と提携し、そのあっ旋で中国からの撤兵 条件に、重慶政府や延安（一九三五年以来の中国共産党の抗日・解放運動の本拠地）と交渉を開始し、戦争の解決にあたるべきとの意見もあった（三木の説） 。
すなわちソ連の協力が不可欠であるというのが大方の意見であり支配的であった。しかし、米英との戦争をどうおわらせるかの具体案はひとつ
も出なかった。親ソ、共産主義政策を容認するよう勧めたのは、つぎ 二人であった。
警視庁
　　　
 大共乙
内＊
兵衛（一八八八～一九八〇、大
正・昭和期の経済学者。元東大教授。昭和十三年教授グループ事件で検挙さる。戦後、法大総長）
警視庁
　　　
 三共甲
木＊
　
清（一八九七～一九四五、大
正・昭和期の哲学者。元法大教授。治安維持法で検挙 れ、敗戦直後に獄死）
…………
 それについてロシアとの国交上の大問題は、いろいろあろうが、国内問題としては、 「防共協定の破棄」 「治安維持法の撤廃」 「延安政権の承認」の三つであり、日本はこれを切札として、ロシア外交に先手をうち、結局において日本の思うとこ に服せしむべきである。
…………
 米英と交渉することは敗北を意味することになるから、外交上 どうしてもソ連に近づいて、米英に対抗し、また戦争 解決 あたらねばならぬことになる。いわゆる親ソ政策である。
　　　　
 　
そこで日本としては、支那事変の処理、支那（中国）からの徴兵を条件としてソ連を満足せ
しめることにより、米英とソ連 根本的解決を利用して戦争遂行にあたらねばならぬと思う……つまり日本としましては、すみやかにソ連を仲介として重慶 よび延安と交渉をはじめねばならぬと思う……
　　　　
 　
日本の親ソ政策は、容共政策ではなく あくまでも内政不干渉の 立主義の基調のうえに立
つべきものと思う……
　　　　
 　
＊
共きょう
乙おつ
とか
共きょう
甲こう
は、共産主義者として罪の軽重を分類したものか。大内は乙種。三木は甲種で量
刑はおもい。
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一
　
敗戦ショックをうけた将兵
ある日突然、天皇がおこなった終戦宣言にいちばんろうばいしたのは、戦地や内地にいる将兵であった。かれらのほとんどは、玉音放送を聴い
て、気落ちしことばもなかった。終戦時、北海道西部の千
ち
歳とせ
航空隊において、飛行機の整備兵であった人（志願兵、階級は兵長）から聞いた話で
は、もっと軍隊にいたかったという この人は後年、マグロの仲買人となり、いちおう事業に成功した。
わが国の旧軍隊は、陸海軍から成る軍人の集団社会であった。そこを支配していたのは、イジメ・暴力（ビンタ
―
陸軍、バッタ［二メートル
位のこん棒でしりをなぐる］
―
海軍）であり、兵にたいする訓練とこの二つが日常的におこなわれる特殊な世界であった。どんなぐうたら男で
も、二年間軍隊のメシ くうとしゃんとなったという。またそこは階級がものをいう社会でもあった。
そのような地獄のような世界で訓練をうけているうちに、上官の命令 機敏にうごく人間にしたてあげられてゆく。気のよわい、ぜいじゃくな人間なら、とてもつとま と ろではない。自殺者も出るところであっ 。終戦になり、戦場から帰還した者、基地や部隊から自宅（家が焼けて ばあいもある）に帰った者は、それぞれ多少とも戦時神経症（心
しん
疾しつ
＝
気やみ）にかかっていたようだ。つぎに記すものは、戦争終結によって軍務をとかれ 帰郷した将兵のおもい 心理状態、抱負などを書き抜いたものである。
 
海軍航空隊
　
整備兵
　
奈良
　
某
　　
われわれ軍人は、本土決戦において玉砕するつもりで軍務に服していた。が、八月十五日の玉音放送をきき、無念の涙をのみ復員しました。九州方面
の軍人や島民は大詔を信じず、軍人を信じて、徹底抗戦の意志をもっていると聞いています。
復員後、就職の途なく、両親のもとで生活せねばなりません。いまのところ生活方針もありません。
 
海軍航空隊
　
整備兵
　
某
　　
だれも負けるとは思いませんでした。われわれの隊にもあんなに沢山よ 飛行機があっ のに 負けるなどと一人も考えませんでした。十五日の重大
発表も事実とは思いませんでした。とくに特攻隊員など、思いきり泣きました。われわれも隊にいた方がよいのだが、やむをえず復員となったわけです。
帰郷したからには、食糧増産をするより途はありませんし、日本の将来などまだ考えたことはありません。
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海軍航空隊
　
一等整備兵
　
木村某
　　
わたしは復員で帰る途中、常盤線の中で四十歳くらいの男から、こんなことをいわれた。
―
わたしは浅草で妻子を空襲で殺された。敵機にたいして無抵抗で、役にたたない兵隊かと思うとしゃくにさわる。
また三十二歳くらいの男は、
―
兵隊があまりに荷物をもち込むから、汽車がこんで乗れな のだ。
と、いっていました。 
海軍航空隊
　
上等整備兵
　
染谷
　
某
　　
大詔渙
かん
発ぱつ
当時は、ただただ陛下に申しわけない気持でいっぱいでした。その後、新聞・ラジオ等にて敗戦の真相を逐次発表せらるるを聞き、あまりに
も当時の戦争指導者は、敵を知らなかったことを残念に思います。じつにバカをみたるは国民です。
目下休養中ですが、くつの一般修理はできず、将来の光明はみあたりません。
 
海軍上等水兵（十九歳）
　
麻布区北新門町四
　　
わたしは三田の住友通信機株式会社に工員として勤めておりましたが 海軍に志願し、本年二月横須賀海兵団に入団。三ヶ月の一般訓練をおわり、五
月から特殊潜航艇（ 〝人間魚雷〟のことか）の訓練をうけ、ようやく一人まえの軍人になり、お役に つのはこれからだというとき、去る十五日天皇陛下の玉音を拝しました。
戦争に敗
やぶ
れて、やつら（敵兵の意）のいうなりになり、生きていて苦しむよりは、腹を切って死んだ方がよいと、皆くやしがって泣きあいました。隊
長からいろいろ訓示がありました。―
いま死んでは犬死だ。再起をはかってくれ。
と、諄々と聞かされてはじめて、われに返ったしだいです。
半年ぶりに東京へ帰ってきて、あまりに焼け払われておるのに驚き した。隊におるとき、東京がやられ ということを聞いたが、これほどまでとは
思わなかった。
わたし共の戦友で、帰る家がないという者も相当あるようでした じ にかわいそう す。元 住友につとめよう 話しましたところ、一時閉止し
ておるので、働くこともできず、しかたなく遊んでおります
いまの気持と ては、いま一度戦争をしたいと思っております。
 
海軍二等兵曹（二十歳）
　
神田区小川町一ノ一
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じぶんは学生航空隊として海軍に入隊。約十ヶ月の教育をうけ、戦争終了とともに八月二十日帰されました。民間人として、国民の一員として、一億
特攻の名のとおり、何らの階級欲もなく、便宜上海軍二等兵曹として、ただひたすら突撃の日をまっていたのです。それだけにこんど帰されたことについては、あきらめきれないところがあります。
五、六日は外に出ることもできず、世間をせまくしたと思っています。吾々の同僚は約八十名であったが、停戦のご詔勅を拝した き、切腹しようと
して未遂におわった者もあります。
現在の心境は、ご詔勅 したがうのみと考えておるが、十ヶ月のあいだ軍隊でコチコチの教育をうけた吾々としては、新聞のようにさよう簡単に百八
十度の転換をするわけにはなかなか行きません。まあここしばらく沈思黙考し、そのうち復学でもするつもりであります。
　　　　　　　
 　
注・当人は特攻隊員として訓練をうけていたのだが、思いがけない敗戦となり、気抜け（体から心が抜け去り、ぼんやりした状態）のようにな
り、帰宅しても一週間ほど部屋にとじ込もっていた。しかし、近ごろはフロ屋に行くようになったという（父親談） 。
 
海軍航空隊
　
海軍少尉
　
中輝
　
某
　　
帰還後、世間の処遇に関しては、なんらの不満も感じていません。遺憾な点は、ただかかる事態（敗戦のことか）に直面しながら、一般国民の気持が、
じぶんたちの気持とは、かなり距離があるように感じ、じぶんは慶応義塾の経済学部学生にもどり、再出発することに決めています。 
海軍主計大尉（三十歳）
　
赤坂区氷川町四五
　　
第一線から横（須賀）鎮（守府） 、艦（船）本（部） 、大本営と転々とし、最近帰還となりましたが、地味な仕事を ツ〳〵やってきましたので、これ
という手柄もなく、ひじょうに申しわけ く思っております。
わたしは
従じゅう
前ぜん
（以前からいままで）満鉄（南満州鉄道の略称）で経理のほうをやって来まし
□不明
目下就職について考慮しておるところです。あまり
に変化のはげしい情勢にただ驚いております。もう戦争談にはふれたく りません。ただただ残念と申 あげるよりほかに何もありません。
わたしも海軍軍人として、何か世間に顔むけできる仕事にとりつきたいと思っております。
 
海軍兵学校生徒
　
下谷区竹町十七
　
佐々木某
　　
江田島海軍兵学校生徒は、さいごの勝利をうるものと信じておりました。ま 教官より そのように聞かされ おり し し に大詔が発せられ
て、戦争は終止してしまいました。わたしの兄も沖縄で玉砕 てしまい、吾々には何の希望も くな し 
陸軍二等兵（三十八歳）
　
神田区小川町一ノ八
　　
じぶんはこの歳で未教育で七月十五日召集。本月五日 へされた。このみじかい間にじぶ が痛切 感じたことは、軍隊という ころは、あまり 階
級の差がはなはだしいことであり、偉 人はなにもし いで、毎日ブラ〳〵してお 下っぱ み、え い苦労をさせられているところで、これで
084（41）
日本人と玉音放送
は戦争は絶対に勝てないと思いました。
また世間でさわがれている復員兵士の土産物の話だが、まったく偉い人のやったこと（略奪の意）には目にあまるものがある。わたしは秘かに私服の
憲兵に、あんなことして法にふれないかと尋ねたが、憲兵さんのいうには、―
君、敗戦すればこんなものだよ。別に取締りなんかできるものかね。
との話であった。
何にせよ工場も解散したようだし、今後の身のふり方については、家族の疎開先に帰り、相談のうえ、ひとまず実家へ帰農して、またときをみて上京
し、元の商売でもやり いと思います。 
某陸軍上等兵
　
下谷区
　　
敗戦になると、将校や参謀は、みな軍の品物をもちだし、兵隊にも運ばせました。将校などだらしのないも です。将校商売とはよくいったものだ
思いました。国家のこ を思ひ、一生懸命やったのは兵隊だけです。こんなことでは日本の再建など思いもよりません。 
陸軍伍長（三十五歳）
　
板橋区上板橋六ノ三、四八六
　　
部隊にいたときは、わりあい 張りきって抗戦一色で、あくまで戦う意識に燃えておったが 無条件降伏と聞き、いっときに張りつめた気がゆるんだ
ようです。隊にあったときは 幹部間で反対熱をあおり、ぜったい反対をさけび、多少動揺の空気もありましたが、けっきょく解除になって、ふつう人に帰ると、ただ呆然として時の推移を
凝ぎょう
視し
するばかりです。
もと勤めた所も解散になり、就職も心配ですが、それより将来いかにするかとい ことはまだ決めておりません。食糧事情もますます窮迫するので、百姓でもと考えましたが 家の事情がゆ しませんので、毎日なすこともなく遊んでおります。二、三 戦友にも
聞きましたが、また方針もなく、遊びだ いっておりました。
離職者は、当局であっせんしてくれ かいうが、まだ心配してくれたという話は聞き せん。
 
陸軍曹長（三十歳）
　
渋谷区山下町二十一
　　
千葉の某方面で高射砲部隊員として、つね 本土侵入の敵機 闘ってきましたが、突然停戦ということになり 降伏だと うことを聞いたとき は
そんなバカな話はない。日本軍は だ〳〵降伏などできるも か。これはあきらかに日本の国を売る「スパイ」の奸策にちがいないと思った。
そうして海軍航空隊司令のまいた「ビラ」の内容をそのまま信じました。あとにな 上司 説明 より ったくやむなく降伏する由を聞かされ、
部隊員一同呆然としました。
勅諭の伝達をうけるときは、みな無念から男泣きに泣きました。みなおもしろくない気持で帰還することになりま たが、家に帰ったところで、かよ
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うな「バラック」ぐらし、就職のこともいまのところ考える余裕も何もありませんが、わたしは応召まえは相当大きく雑貨商を営んでおりましたので、この方面で何かてきとうな仕事をはじめたいと思っております。 
陸軍少尉（二十四歳）
　　
わたしは日本大学を中途で、いわゆる
学がく
鷲じゅ
（不詳）を志願、特攻隊員として茨城の某飛行場（
霞かすみ
ヶ
浦うら
の練習航空隊基地のことか）で訓練に一命を打
ちこんで、きょうか明日かと、大命の下るの 待っていた。が、ちょうど終戦の大詔の換発された十五日も、朝から特攻機が敵の機動部隊に突っこむ整備もおわって 命
めい
をまつばかりになっておったが、突然中止の命令がでて、だれいうとなく、無条件降伏のうわさが飛びました。
われわれは謀略だと信じ、また隊長も謀略だと判断して、敵機動部隊へ特攻機は全機つっこむのだと話されながら、特攻機の出撃中止の理由をたしか
めるために本部に出かけられた。
他の隊の戦友や先輩とも話 あってみると、事実らしく、そのうち隊長も帰ってこられて、事実であることが判明し、ただちに隊員に訓示せられまし
た。これも終戦の大命が、軍に徹底してい かったためだと思います。真相を知ると 隊員は悲
ひ
憤ふん
慷こう
慨がい
しました。万
ばん
斛こく
（たくさん）の涙をのんで、互に
再起をちかい、十七日までに準士官以下が解除、二十二日までに将校が解除になって帰ってきたわけです。
だいたいわたしども軍人は、ぜったい勝つとの信念であったが まより考えてみると、去る七月から飛行機の訓練がなかった。すなわ ガソリン節
約のためであったにせよ、それだけ物
もの
が詰
つま
っていたこと（不足していた意）が知れる。
戦友も農家出身者は、農業に専心するし、学業なかば 者は、ふた び母校の門をくぐるし、また農業科学方面へむかう者らいろいろあるが、要は連
合国の出よういかがで、わが政府の肚がきまらぬうちは、国内がい になるかわか ぬし、いますこしようすをみようというので、けっきょくは当分遊んでいる者が多いと思う。
わたしの両親は、わたしが帰るまで死ぬ だと覚悟して ようですが 無事で帰ってきたのをみ 、内心はホッとしていたよう す。
むすびわれわれはいま泰平を謳歌しているが、昨今わが国をとりまく地域情勢は緊迫の度をふかめている。外交・軍事・経済的状況は予断をゆるさな
いものがある。おまけに世のなかがかなりのスピードで変わりつつあって、時
じ
じ々
刻こく
こ々く
とあたらしいニュースが入ってくる。安閑としていられない
のが ま 時代である。戦後七〇余年、ずっと戦争のない時代を享受してきたが、将来わが国はどのような方向に進んでゆくのか、だれにもわからない。が、かっての暗黒時代の国家にまいもどる懸念すらあるのが、いまの日本である。
082（43）
日本人と玉音放送
わが国は天皇制絶対主義のもと、国民はいやおうなしに軍国主義政策に協力させられ、戦争への道をつき進んだ。無謀にも世界の大国相手の戦
争をはじめ、その結果、国土のほとんどが焦土と化し、多くの家屋や人命がうしなわれた。戦争末期になり、空襲や艦砲射撃がはげしくなると、だれの目にも敗戦が必至となり、国民は顔に憂色をたたえるようになった。そのよう 惨害の元凶は、すべて戦争だったのである。
八月十五日をむかえる直前の国民は、前途に絶望し、不安と恐怖の重圧にくるしみ、成り行きまかせの日を送っていたことと思われる。八月十
五日正午の天皇の特別放送は、国民に衝撃をあたえたことは しかであり、その受けとめ方は人によってことなる。かっての職場で同僚であった某先生（国文学者）は、終戦時、旧制の中学生で ったが、玉音放送をきいて気力が抜 、ぼんやりした、と筆者に語った。
終戦の大詔を聞いて、内心よろこんだ者、ほっとした者、落胆した者、虚脱状態になった者、哀しんだ者、よくわからなかった者、空虚さを感
じた者、くるべきものが来たと思った者 など、そのとき 思いはひとさまざまである。ただいえることは、感受の強いものは、涙がしきりに流れたということである。日本国民にと て、八月十五日は〝泪
なみだ
の日〟であったといえる。
火のない所に煙は立たぬ、という。これはうわさが立ったり、疑われたりするのは、何かそれ相応 理由や原因があるとのたとえである。流言
（うわさ）にも、きっと火
ひ
種だね
があるはずである。それは極小のものか、あるいは大きなものかのいずれかであろう。
ひとは社会にお て情報や事情にとざされ、つんぼさじきに置かれると、欲求不満・不安・恐怖・期待などが生じ、それは地下のマグマのよう
に心にうっ積し、ときにそれが表に吹き出ることがある。そのときひとは、心配や不安 も になるものを意図的にゆがめたり おおげさに伝えたりする。 わさが真実性 富んで たり、真に迫ってい と、それだけデマ 暗示力、伝播力 高くなる。風評は真実味とウソの混合物といえる。
戦争末期になり、国家に戦争遂行能力がなくなると、 計画が秘かに進められ、ソ連を中継として戦争を終結せんとした。当時、苦境
つ日本政府はわらをもつかむ心境であった。そのため左翼分子にも広く意見をもとめた。いま 防共だとか〝赤〟だといっているとき なく 日本はのるかそるかの大政略をとらないと、ドイツの二の舞いを演じ 危い にな （Ａ説） 。ソ連と親密 なり、ソ連外交をいま うちにやべきである。
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ソ連と同盟すれば、わが国体の変革、共産主義思想の普及などを要求するであろうが、これを甘受し、当面の戦局を打開する必要がある。国が
戦いに破れては身も世もない（Ｂ説） 。
日本政府は会合をかさねた結果、公式にソ連に特使（近衛）を派遣し、戦争終結のあっ旋をもとめる方針を決定した。が、ソ連の回答は、皮肉
にも日本にたいする宣戦布告となって返ってきた
わが国はもう何とも施
ほどこ
すすべなく、敗戦へとむかった。……
戦時下、軍隊という一種の隔離社会で、敵に体当りする自殺戦法の訓練をうけていた者、 〝赤紙〟によって召集され、苦労をしいられた最下級
の兵士も、みなおなじように張りつめた空気のなかで、任務にはげんでいた。それだけに突然の敗戦のニュースにみなあっけにとられ、わが耳をうたがった。
やがて将兵は、所属する隊から軍務をとかれ帰郷するのだが、家に帰ってもしばらくは敗戦ショックにより、何も手がつかなかったようである。ふつうの兵が復員のとき目にしたものは、高級将校によ 浅ましい姿であ た。かれ はどさくさまぎれ 火事場ドロボーさ がらの略奪行
為をおこなった。それも敗戦のなせるわざであっ 。おお方の将兵は、応召以前のしごとや職場にもどろうとするが、なかなかむずかしく、就職難と直面し、前途が暗たんとなった。生きるためのあらたな戦いが じまった。……
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